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この論文はこの研究は、日本宇宙フォーラムが資金提供した研究プロジェクトで、微小重

力でのベッド安静試験における身体変化を研究する一環として実施された。健康な 12 人成

人ボランティア（平均年齢 22.2±3.2 歳）に 20 日間のベッドでの安静試験を行った。頭部

を 6 度下げた状態でのベッド安静を 20 日間行った。BR 期間中、被験者は、毎日、トイレ

に座ることが許可され、3 日に 1 回シャワーを浴びることを除いて、必ず頭を下に向けた横

臥状態に制限された。 テレビやビデオを見たり、ラジオや音楽を聴いたり、本や雑誌を読

んだり、訪問者を迎えたりすることを自由に許可された。安静前、安静中の 10 日目、安静

終了後 5 日目に起立試験を行い、1 分後、5 分後下大静脈径、血圧、脈拍を測定した。 
その結果下大静脈径が大きく低下した群、逆に変なしまたは軽度拡大した群、その中間の

群が見られた。大きく低下した群では 5 人中 4 名で起立試験 1 分後と 5 分後に気分不調を

訴えていた。逆に変化無しまたは拡張した群では 5 人中 4 人で 1 分後では症状は訴えない

か軽度であったが、5 分後では動悸、軽度の頭痛、強い吐き気を訴えていた。そして 2 人が

倒れた。（Table 2） 
 このベッド安静試験では 12 人中 10 人が起立試験中に何らかの不調を訴えています。 
 

 



 
 さらに著者等は総水分量／無脂肪分量の比はベッド安静試験開始後 10 日が最も低下し、

試験が終わると回復していた。細胞外量／無脂肪分量の比においても同様の傾向であった。

そしてこれらの変化に最も影響数因子は時間（ベット安静期間）であった。運動は意外とこ

の実験では関与していなかった。 
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安静前（5 日前）、安静 10 日目、および安静終了後 5 日目（回復）の 20 日間のヘッドダ

ウンチルト安静実験での仰臥位および立位試験での被験者の血圧および心拍数の変化。 モ



デルの従属変数として収縮期血圧、拡張期血圧、または心拍数を使用して、ANOVA（統計

解析の 1 種）を用いて分析した。 多重比較を使用して、立位試験中の異なる時間（すなわ

ち、安静前、安静の 10 日目、および回復）間の差異を検出した。その結果、安静試験 10 日

目の起立試験で血圧が低下し、脈圧も低下し、脈拍の上昇がいずれも有意に見られた。 
 
 この実験から解ったことは、元気な青年でも 10 日間ベッドで安静にし続けると、自立神

経の失調が起こることが証明されました。 


